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「スキ、スキ、SKIING」の巻き

カワグチマサヨ
ニューヨーク在住のフリージャーナリスト。テレビ

やラジオでニューヨークからのレポートを送ってい

る。他にコナミの人気ゲーム「ときめきメモリアル」

の片桐彩子役（声優）としても活躍。今年の朝日新

聞デジタル広告賞特別審査員。from NewYork

illustrator : Satoko Kido

購入時から3日間のうち2日簡使える）。最初にベースで一回確認し

たら、あとはどこのリフトもチェックはなし。さすがアメリカ。非常

に合理的ね。山の上の方にいくと、リフト乗り場前にメッセージボー

ドと鼻水対策用にティッシュが一枚ずつ取り出せるボックスが設置さ

れていた。これはいい考え。意外とケアが細かいのネ。

ビックリしたのはスキーレンタル。なんと、スキー板はほとんど新型

のおしゃもじ型の「シャイプスキー」に変わっていた！そこのスキー

ショップでは従来の板はもう売ってないんだって。ヘ～！（ブーツは

自分のラングを持参したので、板とポールで1日20ドル）。

さて、泊まるのはホテルではなく、こちらではロッジを借りるのが常

識ということで、今回はニューヨークから3人、日本から4人、ダラ

スから1人の合計8人で、リビングに暖炉付きの山小屋風ロッジのゲ

ットに成功。ここでもインターネットは活躍する。事前に写真を見な

がら探せるのでとっても便利ね。料理道具や食器、食器洗い機も完

備してるので、アフタースキーは近くのスーパーで

買い出ししてみんなで自炊よ。元コロラド住人の料

理長K嬢の音頭で、スープやスパゲティーにサラダ

とビーフと茄子焼きなど、わいわいクッキングした

あと、暖炉の火を見ながらのディナー。朝食もシリ

アルやフルーツなどで元気をつけて、いざスキー場

へ出発ってな生活を4日間続けたの。こういうスキ

ーライフをアメリカでは2週間とか、10日間とか楽

しむ人が多いようだ。OH！なんとうらやましい！

昼食は日本だったら、まず大好物のラーメンかお

でんだけど、こっちではカフェテリアでハンバーガー

やサラダやチャウダースープのランチとなる。私は熱

いチェダーチーズをかけたベイクドポテトとクリームスープのランチが

気に入って、つい同じモノを3日も食べてしまった。思わず志賀高原

の横手山のロシア風きのこスープのことを思い出したワ。さらにここ

にもスターバックスのおいしいコーヒーがあり、ゴキゲンだよ。

コロラドで味をしめて、今度はスキー板とポールも購入して、ニュ

ーヨークから車で5時間のキリントンリゾートに挑戦してみた。5人で

ジャグジー付きロッジを借りた。ゲレンデはコロラドよりは狭いもの

の、期待していたよりも雪が良く、こちらもおすすめよ。

マンハッタンのスキーショップでも、やはりメインはシェイプスキー

だった。あえてオリジナルを選ぶ私は時代遅れの人間なのか？？あな

たもウインターバケーション楽しんでね。

バイバイ、ニューヨークから愛をこめて…チュッ！！マッシー：）

関連サイトはココ！
●ウインターパークスキーリゾート
http://www.winterpark-info.com/
●ニューヨーカーの多い、キリントンスキーリゾート
http://www.killington.com/

ヤッホー！調子はどうですかあ？冬といえば、スキー！の私は、今

年は念願のアメリカでのスキーを体験してマス。

まずは憧れのコロラドで滑ってきました。どのスキー場もホームペー

ジがあるので、チェックできるよ。ニューヨークの空港からデンバーま

で3時間。そこから車かシャトル（バン）で約2時間の人気スキーリ

ゾート、ウインターパークにまっしぐら！

スケジュール上、一人でコロラド入りした私は、あらかじめシャト

ル会社「HOME JAMES」のホームページで、シャトルの名前と時間

表をチェックしてたから助かったワ。空港には何の

サインもなく、専用のカウンターもないので、イン

フォメーションで聞いたら「あのドアのあたりで待

ってるとシャトルの人が来てくれるはずだから」な

どというアバウトな案内で、デンバー空港に4回目

の私でさえ説明不足にムっときたけど、それがアメ

リカ。日本から初めてなら、そうとうわかりにくい

のでご注意を。

めでたく着いたウインターパークはウッディーな建

物が並ぶカワイイ街だった。やっぱりアメリカは広

いよね～。スキー場もBIG！高い山が4つ連なって

いて、山頂は4000メートルで富士山より高い！ゆ

えに滑るゲレンデも広く、こっちの山からあっちの山へ長いリフトが

20本ぐらいあって、初級からエキスパートまで121のコースが入り乱

れ、ロングにいろいろ滑れてとっても楽しいのだ。ランチの待ち合わ

せは、ゲレンデマップをポケットから出して「ウイッスルトップ」か

ら「ホワイトラビット」に行って、「クラマー」で降りて来ようとか、

コース名を覚えて滑らないと迷子になっちゃうゾ。

それにしてもゲレンデはすいていて、山の景色も素晴らしく、雪も

パウダーで最高！一度コレを体験すると、混み混みの日本のスキー場

で何十分もリフト待ちしてたのが遠い夢のよう。リフトの柱にスピー

カーはなく、音楽もナシでゲレンデはとても静かだ。スキーヤーはみ

んな親切よ。頼めば写真も気軽に撮ってくれるし、どこでも目が合う

と「ハーイ」と挨拶。リフトで隣の人と話がはずんで、降りるときに

「Have fun, take care.（楽しんでね、じゃね）」とコースに消えて行

く。テキサスから、カリフォルニアから、アーカンソーから全米のい

ろんな人と会話したけど、ヨーロッパからのスキーヤーも多かったわ。

ここはスノーボードももちろんOK。ウェアはボーダーも含めてスポー

ティーが主流で、各自好き勝手な格好で滑ってるって感じね。

ちなみにリフト券は2日分で78ドル（天候のことも考えられていて、
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